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当事者の職種（ヒヤリ・ハット事例の
平成15年10月～12月 全事例）
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職種経験年数（ヒヤリ・ハット事例の
平成15年10月～12月 全事例）
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部署配属年数（ヒヤリ・ハット事例

の平成15年10月～12月 全事例）
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新卒看護師の技術の習得状況
（看護協会調べ2002年）

入職時、一人でできる
（70%以上）

基本的なベッドメーキング・リ
ネン交換、ＴＰＲＢＰの測定、
身長･体重測定

3ヵ月後、1人でできる
（70%以上）

＜1人でできるが70%以
下のものは68項目＞

創傷処置介助、抗生剤の用法と
副作用、インシュリンの種類
と作用のアセスメント、消毒
剤の種類、作用、取り扱い、
意識レベルの観察、チームメ
ンバーの応援要請、症状・病
態の把握
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新卒看護師の実習経験（診療の補助行為）

酸素療法中の患者の管理：28.0％

気道内吸引の実施：28.6％

創傷処置の介助と観察：38.9％

褥瘡の処置と観察：12.1％（大学卒）、
26.4％(その他）

経口薬の与薬：47.6％

外用薬（点眼・湿布など）：49.4％

皮下注射：12.5％

点滴・静脈注射の準備と介助：いずれも9.0％
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新卒看護師の実習経験と現状
（診療の補助行為とコミュニケーション）

中心静脈注射の準備と介助･管理：4.7％

輸液ポンプの準備と管理：6.8％

消毒薬の種類と作用、用途、取り扱い：
15.3％

先輩に自分の意見を言える：29.7％

対象者の話が聞ける：62.7％

電話に対応できる：20.4％
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新採用時教育
（日本看護協会調べ 2002年）

実施時間 ％ 設置主体別国の％

25.4％ 国の66.7％、公的
機関の30，3％、
医療法人の
25.5％

17.7％

16，9％

6～12時間

24～36時間 社会保険関係団体
の25％

6時間以下



「新人看護職員の臨床実践能力
の向上に関する検討会」報告書

（平成１６年３月）
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新人看護職員の卒後の研修を
充実させる必要性

医療技術の進歩、患者の高齢化・重症化、平均在院日数の
短縮化等により、療養生活支援の専門家としての看護職員
の役割は、複雑多様化し、その業務密度も高まっている。

看護のあらゆる場面で、患者にわかりやすい丁寧な説明を
行った上で納得してもらい、看護ケアを提供することが求
められている。特に、高齢者に対しては、身体機能の低下
を踏まえた緻密な観察と生活援助、ときには精神機能の低
下を受容しつつ、人権を尊重し、抑制の回避など適切な看
護を提供しなければならない

以上のことから、看護の質を確保、向上させ、国民に安全
な医療を提供するために、新人看護職員の卒後の研修を充
実させる必要性は非常に高い。



shimamori  国際医療
センター

ＮＤＰ公開シンポ 「臨床研修が
安全に行われるために」

法的責任を求められる看護職員

看護職員は、患者に直接に療養上の世話及
び診療の補助業務を行う最終実施者の役割
を担う

近年の医療事故裁判の判決においては、医
師以上の刑事責任を問われる事例がある

平成１３年の保助看護法改正による守秘義
務規定が医師と同様に求められることに
なった

医療機関からのヒヤリ・ハット事例の当事
者として新人看護職員の占める割合が高い
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新人看護職員の研修に関する法制度

「保健師助産師看護師法」：「医師法」及び「歯
科医師法」と異なり、免許取得後の研修に関する
規定がない
「看護師等の人材確保の促進に関する法律」：以
下の3点について求められている
＊国及び地方公共団体：資質向上に必要な措置を
講ずること
＊病院等の開設者等：専門知識と技能を向上させ
これを看護業務に十分発揮できるような措置を
講ずる
＊看護師等：自ら進んでその能力の開発及び向上
を図ること
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臨地実習で採られている教育方法
と卒後研修の必要性

学生が一人の患者を受け持ち、その患者及び家族
と関わりながら、看護ニーズを判断し、看護ケア
を計画、実践し、評価する

そのため、チームメンバーの一員として、臨床現
場の多重課題の優先度を考えながら時間内に業務
を実施するなどの能力を、基礎教育の中で身につ
けることは極めて困難であり、複数の患者の受持
ちや多重課題への対応等については、新人看護職
員研修において修得できる体制を構築する必要が
ある。
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新卒者教育の目的と目標
(17年度京大病院）

教育目的：社会人・組織人としての自覚
を持ち、業務を遂行する能力を養う

教育目標：

１）リアリティショックを最低限に留め

て職場へ適応できる

２）社会人として自信を持ち、成長して

いくことができる。
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実習経験の有無と技術の習得状況
（系列１技術の習得状況　系列２実習での経験の有無）
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平成17年度 新卒者教育年間計画
中央研修（OFFJT)

時期
プリセ
プター

新人

４月

初旬

受け入
れ準備

新採用者オ
リエンテー
ション(４日
間）

オリエンテー
ションに参加

所属部署決定

新人受け入れ準備・部
署の計画を看護部へ

４月 プリセ
プター
研修
（３）

新卒者フォ
ローアップ

15・22・5月
6日

個別目標の決
定：プリセプ
ター話し合っ
て1日。1週・
1ヶ月・3ヶ月
の目標を立て
る

プリセプターシップ開
始

・新採用者オリ

・プリセプター会議

・臨床能力を評価しな
がら目標設定・修正

新人 部署（OJT)
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集合教育で行う安全管理のため具体
的な技術教育

感染管理（手洗の技術を通して、確実な感染管理技術を
身につける：スタンダードプリコーション）

救命救急処置（小グループで、ＡＣＬＳの指導者コース
修了者：各病棟に１名はいる：から確実な技術が身につ
くまで指導をうける）

安全管理の基礎

（輸液ポンプの使い方を通して、マニュアルの意義と指差
呼称等の安全行動の実践についての訓練をする）

静脈点滴注射の指導者として教育を受けた（各病棟に１
名：注射業務手順書とシュミレーションを用いた教育）
看護師から採血の確実な手技についての指導を受ける
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中央研修（OFFJT)
時期 プリセプター 新人

10月 ・新卒者教育
の中間評価

・プリセプ
ター研修(最
終）

・新卒者の中間
評価

・到達目

標の

・個別目

標の中

間評価

＜プリセプターシップの終了＞

・プリセプターの最終評価

・プリセプターシップの最終評価

・新人教育プログラムの中間評価

（中間評価を看護部へ提出）

11月 基礎Ⅰ研修

新人

５月 プリセプター
研修（４）

・1ヶ月目フォ
ローアップ

６月 基礎研修Ⅰ

７月 プリセプター
研修（５）

・3ヶ月目フォ
ローアップ

部署（OJT)

１月

２月

３月

新人教育全体
評価

基礎Ⅰ研修 ・到達目標

の評価

・個別目標

の評価

・新人教育プログラムの評価

（最終評価結果を看護部へ提出）

ＯＪＴ：実
務につき自
分自身を視
聴させてい
く

＜プリセプターシッ

プによる新人教育＞

・プリセプター会議：助言・評

価修正

・プリセプターの中間評価
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プリセプター研修（１）
＜プリセプターシップ概要＞

１．プリセプター教育について

２．プリセプターシップについて

３．リアリティショックとロールトラジション

４．プリセプターとしての心構え

５．新卒者の教育計画(看護部）
６．新卒者の教育計画（部署）

７．チェック用紙各種

８．部署のサポート体制

９．ポートフォリオについて
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８．各種チェック用紙

新卒看護師基礎看護技術項目

（入職前・1月）
新卒者の臨床能力自己評価表

（８月・1月）
プリセプター自己評価表（7月．１０月）
プリセプティによるプリセプター評価表

（７月・１０月）
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資 料
プリセプター教育について

京大病院プリセプター基準（2003年5月）
リアリティショック

看護職員として必要な基本的姿勢と態度についての到達
目標（「新人看護職員の臨床実践能力に関する検討会」
報告書 04年3月）
新卒看護師の標準教育プログラム(各部署用）
新卒看護師起訴看護技術項目評価表（隣地実習での経験
の有無と習得状況の評価が可能）

新人看護師の臨床能力自己評価表

プリセプター自己評価表

プリセプティによるプリセプター評価表

ポートフォリオについて
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プリセプター支援体制

看
護
部

教
育
委
員
会

プリセプター 先輩・同僚
看護師

患者

プリセプティ

教育プログラムプリセプター会議学習会

上 司

看護実践

サポート
実践

管理実践
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